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３月２５日開通
ー村道半場線（ふれあい橋）が完了し

　　　　　　開通式が行われましたー
　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事P７）
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人事異動報告　―よろしくお願いします―人事異動報告　―よろしくお願いします―
　４月の定期異動により、各学校の教職員・村職員の人事異動がありましたの
で紹介します。（敬称略）

学
校
教
職
員

槻
川
小
学
校

転　

入

お
ざ
き　
　
　

か　

な

中島美佐恵先生

た
か
は
し　
　

  

な   

つ   

み

転　

出

東
秩
父
中
学
校

転　

入

澤田瑛利事務主事

さ
わ
だ　
　
　

え　

り

三芳雅彦先生

池田和江栄養教諭

教
諭
＝　

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
観
光

抱
負
＝
自
然
豊
か
な
東
秩
父
で
元
気

な
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
成
長

で
き
る
よ
う
、
力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
す
。

教
諭
＝
中
島　

美
佐
恵

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
映
画
・
音
楽
鑑
賞

抱
負
＝
学
校
の
門
を
く
ぐ
る
と
桜
の

花
が
明
る
い
未
来
を
示
す
よ
う
に
咲

い
て
い
ま
し
た
。
山
と
川
と
花
々
に

囲
ま
れ
た
美
し
い
東
秩
父
の
地
で
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

楽
し
く
元
気
に
成
長
し
て
い
き
た
い 尾　佳奈先生

な
か
じ
ま　
　

 

み   

さ  

え  

と
思
い
ま
す
。

養
護
教
諭
＝

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
旅
行

抱
負
＝
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
東

秩
父
村
で
働
け
る
こ
と
を
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

体
も
心
も
健
康
で
生
き
生
き
と
過
ご

せ
る
よ
う
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
栄
養
教
諭
＝
池
田　

和
江

住
所
＝
鳩
山
町

趣
味
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
読
書

抱
負
＝
自
然
豊
か
な
東
秩
父
で
、

「
お
い
し
い
」「
楽
し
い
」「
安
全
な
」

給
食
作
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

橋奈津美養護教諭

い
け
だ　
　

 

か
ず
え

事
務
主
事
＝
澤
田　

瑛
利

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
映
画
鑑
賞

抱
負
＝
昨
年
は
東
秩
父
中
学
校
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な

環
境
で
素
直
な
子
ど
も
た
ち
の
学
校

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
今
年

も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
諭
＝
島
田　

順
子
（
退
職
）

教
諭
＝
早
川　

千
賀
子

　

（
滑
川
町
立
月
の
輪
小
学
校
へ
）

養
護
教
諭
＝
福
島　

千
恵

　

（
小
川
町
立
欅
台
中
学
校
へ
）

栄
養
主
査
＝
田
端　

伸
枝
（
退
職
）

事
務
主
幹
＝
加
藤　

由
江
（
退
職
）

教
頭
＝
三
芳　

雅
彦

住
所
＝
毛
呂
山
町

趣
味
＝
ギ
タ
ー
・
ス
キ
ー
・
ド
ラ
イ

ブ
な
ど

抱
負
＝
出
愛
（
出
会
い
）
・
ふ
れ
愛

（
ふ
れ
あ
い
）
・
高
め
愛
（
高
め
合

い
）
、
た
く
さ
ん
の
愛
を
大
切
に
し

て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
職

員
一
同
一
致
団
結
し
て
育
て
て
い
き

ま
す
。

教
諭
＝
沖
田　

一
樹

住
所
＝
吉
見
町

趣
味
＝
水
泳

抱
負
＝
自
然
豊
か
な
東
秩
父
村
の
教

育
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

学
び
、
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
よ
し　
　
　

ま
さ
ひ
こ

お
き
た　

 　
　

か
ず
き

沖田一樹先生

よろしく

　お願い

します



村　

職　

員

昇
格
・
異
動

　

こ
わ
せ　
　
　

ゆ　

り

転　

出

強瀬友里事務主事

退　

職

新
規
採
用

吉田真之主事

た
ば
た　
　

  

ゆ
う
す
け
田幡裕右主事補

よ
し
だ　

   

ま
さ
ゆ
き

あ
さ
み　
　

  

ゆ  

か

江原祥太主事補

事
務
主
事
＝
強
瀬　

友
里

住
所
＝
嵐
山
町

趣
味
＝
旅
行

抱
負
＝
平
成
27
年
度
で
東
秩
父
中
学

校
に
勤
め
る
の
は
３
度
目
に
な
り
ま

す
。
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
校

の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

教
頭
＝
下
村　

治

（
川
越
市
立
大
東
西
小
学
校
へ
）

事
務
主
事
＝
澤
田　

瑛
利

（
東
秩
父
村
立
槻
川
小
学
校
へ
）

　
　
　
　
　
　

（ 　

）
内
は
前
職

《
課
長
》

総
務
課
長
（
税
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
原　
　

正

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
保
健
衛

生
課
長
）　
　
　
　
　

根
岸　

義
和

税
務
課
長
（
保
健
衛
生
課
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立　

利
平

保
健
衛
生
課
長
（
保
健
衛
生
課
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

士
朗

《
主
幹
》

総
務
課
主
幹
（
産
業
建
設
課
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
原　

章
文

住
民
福
祉
課
主
幹
兼
城
山
保
育
園
長

（
教
育
委
員
会
主
幹
）
奈
良　

幸
子

保
健
衛
生
課
主
幹
（
教
育
委
員
会
主

査
）　
　
　
　
　
　
　

野
口　

和
男

保
健
衛
生
課
主
幹
（
小
川
地
区
衛
生

組
合
主
席
主
査
）　
　

轟　
　

秀
夫

農
業
委
員
会
主
幹
（
産
業
建
設
課
主

査
）　
　
　
　
　
　
　

高
田　

浩
貴

《
主
任
》

住
民
福
祉
課
主
任
（
産
業
建
設
課
主

任
）　
　
　
　
　
　
　

小
暮　

昌
子

産
業
建
設
課
主
任
（
農
業
委
員
会
主

任
）　
　
　
　
　
　
　

福
島　

秀
紀

産
業
建
設
課
主
任
（
住
民
福
祉
課
主

任
）　
　
　
　
　
　
　

産
業
建
設
課
主
任
（
産
業
建
設
課
主

事
）　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

剛
之

教
育
委
員
会
主
任
（
住
民
福
祉
課
主

任
）　
　
　
　
　
　
　

高
野　

正
弘

《
再
任
用
》

総
務
課
用
務
員
（
共
同
調
理
場
調
理

員
）　
　
　
　
　
　
　

福
島　

克
知

総
務
課
長　
　
　
　
　

高
野　

守
生

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　
　

年

総
務
課
主
事　
　
　
　

豊
田　

真
一

共
同
調
理
場
調
理
員　

旭　
　

京
子

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
業
務
を
臨
時
職

員
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

度
よ
り
始
ま
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
）
や
土
地
境

界
を
一
筆
ご
と
に
確
定
す
る
地
籍
調

査
へ
の
対
応
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
事
業
等
業
務
量
の
拡
大
へ
の
対
応
、

さ
ら
に
は
専
門
職
で
あ
る
学
芸
員
の

採
用
等
を
考
慮
し
一
般
職
を
７
名
採

用
い
た
し
ま
し
た
。

総
務
課
主
事　
　
　
　

吉
田　

真
之

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
釣
り

抱
負
＝
生
ま
れ
育
っ
た
東
秩
父
村
で

働
け
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
一
般
企
業
で
の
経
験
を

活
か
し
て
東
秩
父
村
を
よ
り
良
い
村

に
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
働
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
何
卒
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
課
主
事
補　
　
　

田
幡　

裕
右

住
所
＝
滑
川
町

趣
味
＝
読
書
・
テ
ニ
ス

抱
負
＝
東
秩
父
村
は
私
に
と
っ
て
第

二
の
故
郷
と
も
い
え
る
場
所
で
あ
り
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
日

々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

税
務
課
主
事
補　
　
　

浅
見　

友
香

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
旅
行

抱
負
＝
生
ま
れ
育
っ
た
東
秩
父
村
で

働
け
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
東
秩
父
村
の
た
め
に
、
そ
し
て
、

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浅見友香主事補

住
民
福
祉
課
主
事
補　

江
原　

祥
太

住
所
＝
加
須
市

趣
味
＝
マ
ラ
ソ
ン
・
読
書

抱
負
＝
今
年
か
ら
東
秩
父
村
役
場
で

働
か
せ
て
い
た
だ
く
江
原
で
す
。
村

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

産
業
建
設
課
主
事
補　

井
上　

知
明

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
サ
ッ
カ
ー
観
戦
・
楽
器
演
奏

抱
負
＝
千
葉
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た

ば
か
り
で
、
勤
務
課
の
仕
事
内
容
も

初
め
て
の
経
験
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

東
秩
父
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

え
は
ら　
　

 

し
ょ
う
た

い
の
う
え　
　

 

と
も
あ
き
井上知明主事補



産
業
建
設
課
主
事
補　

根
本　

翔
太

住
所
＝
美
里
町

趣
味
＝
ド
ラ
イ
ブ
・
読
書

抱
負
＝
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日
々
勉

強
を
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
住
民
の

方
々
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
主
事
兼
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内　

七
生

住
所
＝
小
川
町

趣
味
＝
神
社
・
石
仏
・
小
祠
巡
り
、

合
気
道

抱
負
＝
学
芸
員
と
し
て
村
民
の
皆
さ

ま
が
大
切
に
さ
れ
て
き
た
文
化
や
伝

統
、
歴
史
を
守
り
、
そ
の
魅
力
を
村

内
外
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　今年度の園児、児童・生徒数
は次のとおりです。

●城山保育園

               たんぽぽ 　         ８名

               もも　　　　　 　５名

               チューリップ　 　９名

               ひまわり  　        ８名

●槻川小学校　　

               入学  　　           ９名

               在校生 　         ８８名

●東秩父中学校　

               入 学  　          ２１名

               在校生 　         ５５名

今年度の
　　入園・入学

ね
も
と　
　

 

し
ょ
う
た

み
や
う
ち　
　

  

な
な
み

宮内七生主事 根本翔太主事補

産
業
建
設
課　
　
　
　

西　

沙
耶
香

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
写
真
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

抱
負
＝
日
々
の
貴
重
な
出
会
い
を
大

切
に
し
、
東
秩
父
の
魅
力
を
再
発
見
、

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。
住
民
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
楽
し
み
な
が
ら

地
域
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
西
沙
耶
香
さ
ん
着
任

西 沙耶香さん

に
し　

  　

さ  

や  

か

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
総
務
省

で
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
協
力
隊

に
は
地
域
お
こ
し
活
動
の
支
援
、
農

林
漁
業
の
応
援
等
に
従
事
し
て
も
ら

い
、
あ
わ
せ
て
そ
の
定
住
を
図
り
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
い
う
も

の
で
、
経
費
は
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ

ま
す
。

　

東
秩
父
村
で
は
こ
の
事
業
実
施
に

よ
り
「
観
光
に
よ
る
新
た
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
活
動
」
に
従
事
し
て

も
ら
う
た
め
、
昨
年
11
月
に
協
力
隊

を
公
募
し
、
４
月
１
日
か
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

　標高５００ｍの高原の初夏、５ヘクタールの敷地に１,５００万本のポピ

ーが開花する秩父高原牧場において「天空を彩るポピーまつり」を開催し

ます。特産品の販売などを行いますのでご来場ください。

　昨年から「天空のポピー見学協力金」をいただいていますのでご協力を

お願いします。

●天空を彩るポピーまつり
　主　　催　ポピーまつり実行委員会

　場　　所　埼玉県秩父高原牧場（彩の国ふれあい牧場）

　期　　日　５月１６日（土）、１７日（日）、２３日（土）、２４日（日）、

　　　　　　３０日（土）、３１日（日）

　時　　間　午前９時～午後４時３０分

●臨時駐車場
　開 設 日　５月１２日（火 ）～６月７日（日）

� 　　（開花状況などにより変更にある場合があります。）

　利用時間　午前９時～午後４時３０分

　駐 車 場　無料

　　　　　　※路上駐車は大変危険ですので必ず臨時駐車場をご利用ください。

　問 合 せ　産業建設課商工観光担当 　８２－１２２３

天空を彩るポピー

中学生以下　　　                    無　料

一　般　　　                         ２００円

身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳をお持ちの方　

  無料（※）

●協力金 臨時駐車場の開設期間

※臨時駐車場入口で手帳をご掲示ください。



平成27年度　行政区長・衛生委員紹介（敬称略）

※ これから１年間、行政と村民の皆さんのかけ橋となっていただきます。よろしくお願いします。

行　政　区

宿　　　区

在 家 一 区

在 家 二 区

帯　沢　区

川　下　区

川　上　区

萩　平　区

向　堀　区

奥 沢 下 区

奥 沢 上 区

坂 本 下 区

坂 本 中 区

新　井　区

柴　　　区

栗 和 田 区

大内沢下区

大内沢中区

大内沢上区

皆 谷 下 区

皆 谷 上 区

白　石　区

　　　衛　生　委　員　代　理

菅　原　憲　好

根　岸　千　造

高　野　章　夫

護　守　美喜雄

松　澤　公　一

大　澤　麻　一

若　林　　　進

久　保　　　泉

　

山　崎　清　男

　田　倫教・百瀬　京子・市川亘男

宇　根　文　明

飯　田　和　夫

久　保　証　一

久保田　慶　一

原　田　勝　成

鈴木　由男・旭　　康宏

旭　悟史・　　　　・飯野　温巳

渡　辺　克　典

区　長　代　理

保　坂　秋　夫

豊　田　由　夫

小　林　喜　一

護　守　克　行

中　島　健　治

栗　島　明　生

関　根　健　次

井　上　高　一

江　原　國　利

江　原　由貴夫

市　田　秀　雄

馬　場　和　彦

奈　良　慎一郎

福　島　好　夫

福　島　信　之

根　岸　　　清

大　野　孝　弘

恒　木　　　剛

鈴　木　　　登

尾　石　浩　之

坂　本　　　年

　

緑
の
募
金
運
動
の
家
庭
募
金
に
継
続

し
て
取
り
組
み
、
森
林
の
整
備
お
よ
び

緑
化
の
推
進
の
た
め
に
多
大
な
寄
附
を

し
た
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人
・
埼
玉

県
緑
化
推
進
委
員
会
よ
り
東
秩
父
村
行

政
区
長
会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

緑
の
募
金
は
、
一
人
ひ
と
り
が
森
林

　
　
　

を
自
分
た
ち
の
共
通
財
産
と
考

　
　
　

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
可

　
　
　

能
な
方
法
で
、
森
づ
く
り
へ
参

　
　
　

加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
昭

　
　
　

和
25
年
よ
り
始
ま
っ
た
募
金
運

　
　
　

動
で
す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、

　
　
　

国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
森

　
　
　

づ
く
り
（
森
林
整
備
、
緑
化
推

　
　
　

進
等
）・
人
づ
く
り
（
森
づ
く
り

　
　
　

リ
ー
ダ
ー
育
成
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
環
境
教
育
等
）」に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

東
秩
父
村
で
は
、
毎
年
、
行
政
区
長

の
皆
さ
ん
を
通
じ
て
各
家
庭
に
緑
の
募

金
を
お
願
い
し
て
お
り
、
今
回
の
感
謝

状
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

根
岸
光
一
さ
ん
「
森
の
名
手
・
名
人
」
に
認
定

　

公
益
社
団
法
人
・
国
土
緑
化
推
進
機

構
で
は
、
森
や
山
に
関
わ
る
生
業
や
地

域
生
活
に
染
み
込
ん
だ
営
み
の
う
ち
、

す
ぐ
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、

ほ
か
の
技
術
・
技
能
者
、
生
活
者
た
ち

　
　
　

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
達
人
た

　
　
　

ち
を
「
森
の
名
手
・
名
人
」
と

　
　
　

し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
平
成

　
　
　

26
年
度
に
つ
い
て
は
、
全
国
で

　
　
　

64
名
の
方
（
埼
玉
県
で
は
２
名

　
　
　

の
方
）
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 　
　
　
　

根
岸
光
一
さ
ん
（
安
戸
）

　
　
　

は
、
細
川
紙
に
お
い
て
高
度
な

　
　
　

技
術
を
体
得
し
、
ま
た
、
伝
統

　
　
　

技
術
の
保
存
・
伝
承
に
尽
力
し

て
い
る
功
績
を
認
め
ら
れ
、
今
回
の
認

定
と
な
り
ま
し
た
。　

行　政　区　長

野　澤　　　進

大久根　和　男

豊　田　俊　平

鷹　野　　　明

山　　　伸　治

栗　島　照　夫

梅　澤　邦　夫

関　根　秀　夫

神　田　朝　巳

山　崎　美紗夫

市之瀬　茂　正

松　本　富　男

新　井　澄　治

田　中　輝　明

福　島　栄　一

野　口　正　好

眞　下　俊　正

落　合　晋　作

旭　　　淑　男

吉　田　泰　明

豊　田　長　稔

衛　生　委　員

宮　崎　俊　夫

落　合　敏　男

宮　崎　義　明

山　崎　初　一

岡　田　光　男

栗　島　　　茂

内　田　長　次

鈴　木　幹　往

足　立　宗　助

江　原　由貴夫

鈴　木　芳　則

　

吉　田　珠　子

田　中　敬　康

小　林　洋　介

峯　岸　房　子

神　田　泰　宏

野　口　勝　一

関　口　哲　男

礒　田　悟　史

鈴　木　　　茂



村長・村議会議長交際費公開
今月は平成２７年１月から３月に支出された交際費です。

１月   ８日
１月   ８日
１月   ９日
１月１０日
１月１１日
１月１５日
１月１６日
１月１６日
１月２１日
１月２３日
１月２５日
１月２５日
１月２５日
２月   ６日
２月２３日
３月２５日
３月２９日

日　　　　　　　　件　　　　　名　　　　　　 金 　額

小川和紙工業・商業合同紙業新年会
公明党埼玉県本部新春賀詞交歓会会費
小川りそな３会合同新年会会費
東秩父村交通指導隊・駐在所連絡協議会合同新年会
比企郡市歯科医師会新年会会費
東秩父村交通安全母の会新年会会費
東秩父村選挙管理委員会歓送迎会会費
東秩父村民生委員・児童委員協議会新年会会費
小川地方交通安全協会新春交通安全の集い会費
東秩父村交通安全協会東秩父支部新年会会費
小川薬剤師会新年会会費
東秩父写友会総会および新年会会費
東秩父村猟友会新年会会費
比企郡町村議会議長会懇親会会費
村長実母葬儀花環代
県村会政務調査会現地研究会・懇親会会費
第10回大内沢花桃まつり・懇親会会費
　　　　　合　　　　　計

10,000
10,000
10,000
5,000

10,000
3,000
7,000
5,000

10,000
5,000

10,000
3,000
5,000
4,000
8,640
5,000
3,000

113,640

村長交際費

１月   ５日
１月１０日
１月２３日
１月２５日
１月２５日
１月２５日
１月３１日

日　　　　　　　　件　　　　　名　　　　　　 金 　額

東秩父村第９回観光写真コンクール協賛金
東秩父村交通指導隊・駐在所連絡協議会合同新年会
東秩父村交通安全協会東秩父支部新年会会費
東秩父写友会総会および新年会会費
東秩父写友会議長賞
東秩父村猟友会新年会会費
東秩父消防団OB会総会・新年会
　　　　　合　　　　　計

 10,000
5,000
5,000
3,000
3,000
5,000

10,000
41,000

村議会議長交際費

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
田
中

丈
偉
氏
（
坂
本
）
が
総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

田
中
丈
偉
氏
が
行
政
相
談
委
員
に
再
任

・
要
望
な
ど
を
聞
き
、
対
処
し
解
答

し
て
い
く
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
よ
せ
ら
れ
た

意
見
を
も
と
に
行
政
運
営
の
改
善
に

も
努
め
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
定
例
相
談
所 

毎
月
16
日
（
土
日
・

　

祝
日
に
重
な
っ
た
場
合
は
そ
の
翌

　

日
）

●
場　

所　

役
場
中
会
議
室

●
問
合
せ　

総
務
課

�

　
　
　
　

82
‐
１
２
２
６

　

さ
い
た
ま
市
さ
い
た
ま
共
済
会
館

に
お
い
て
「
埼
玉
県
体
育
賞
授
与
式
」

が
開
催
さ
れ
、
本
村
か
ら
は
、
梅
澤

梅
澤
暉
雄
氏
埼
玉
県
体
育
賞
功
労
賞
を
受
賞

暉
雄
氏
（
安
戸
）
が
功
労
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
梅
澤
氏
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
に
所
属
し
両
協
会
の
会
長
と
し
て

村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
心
と
な

っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東

秩
父
村
体
育
協
会
の
理
事
長
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

東秩父村教育委員会
開催のお知らせ
 　東秩父村教育委員会の会議を下記日程　

で開催します。

　　　日　時　５月２２日（金）

　　　　　　　午後1時３０分から

　　　場　所　役場２階新会議室

　　　問合せ　教育委員会事務局

　　　　　　　　 ８２－１２３０　

村内の農産物等への放射
性物質調査結果について
野菜・果樹の調査結果
　分析機関：一般財団法人　日本穀物検査協会

　一般財団法人：埼玉県食品衛生協会検査センター

品　目

フキノトウ
（栽培）

採取日

結果判明日

３月９日

３月12日

放射性物質（ベクレル／キログラム）

放射性セシウム
１３４

放射性セシウム
１３７

放射性セシウム
計

＜５.５ ＜５.３ ー

基　準　値（一般食品）　  　１００

（注）「＜○◯」とは、検査機器で測定できる検出限

　　　界値（5.3～5.5ベクレル／キログラム）未満で

　　　あることを示します。

（単位：円）

（単位：円）



　３月２５日（水）、村道半場線開通式が晴天のなか執り行われました。
　村道半場線（１－２号線）は、ふれあい広場を通る、奥沢地区と御堂地区を結ぶ新規道路です。間
を流れる槻川には「ふれあい橋」が架設されました。大型車がすれ違える道幅があり、槻川小学校の
児童たちが安全に登下校できるようになっています。この道路は、平成２４年度より総事業費２億１
３７８万８９円（国庫補助金１億２４１５万円）をかけ完成しました。事業概要は以下のとおりです。
　当日はテープカットが行われ、くす玉割りと和太鼓の演奏で華々しく開通が祝われました。式典に
は多くの来賓を迎え、たくさんの祝辞をいただき、また、道路建設にご協力いただいた８名の方（下記
参照）と、村に対して多額の寄付をいただいた秩父鉱業株式会社代表取締役羽田直弘様に感謝状およ
び記念品が贈られました。
　なお、橋には「ふれあい橋」、「槻川」の表記がされて
いますが、ひらがな表記は「ふれあいはし」、「つきかわ」
とし、濁点が付かないようにしています。これは川が濁ら
ず清らかであることを願って習慣づけられたものとのこと
です。

村道半場線（ふれあい橋）開通村道半場線（ふれあい橋）開通

事業概要
名　　称：村道半場線（１－２号線）
　　　　　（橋梁名称：ふれあい橋）
道路延長：１８８ｍ（橋梁３８.３ｍ）
道路幅員：９.５ｍ（車道７.０ｍ、
　　　　　　　　　　　歩道２.５ｍ）
道路区分：３種４級
設計速度：３０km／ｈ
車 線 数：２車線（対面）、
　　　　　歩道あり
橋梁下部：逆Ｔ式（橋台２基、
　　　　　　　　　　　　橋脚１基）
橋梁上部：ＰＣ橋プレテンション方式
　　　　　スラブ桁

花の名所から　～各地で花まつりなどが行われました～

　大内沢地区では、３月
２９日（日）、毎年恒例
となった花桃まつりが開
催されました。花桃が映
える晴れた空と、和太鼓
や雅楽の演奏に会場は華
やかな雰囲気に包まれて
いました。会場を訪れた
多くの方が「毎年鮮やか
な花桃を楽しみにしてい
ます」とおっしゃってい
ました。

　坂本地区では、採石場
跡地の虎山に、今年は昨
年より多い「弐千本桜」
が開花し、４月５日（日）
に桜まつりが開催されま
した。また、４、５日と
１１日には、株式会社羽
音出版「コスＢＯＮ fan
tasy」主催のイベントが
行われ、アニメなどの衣
装に身を包んだ「コスプ
レイヤー」が集結し、弐
千本桜をバックに写真を
楽しんでいました。

【白石地区「花の中の写真展」】

　白石地内において４月４日（土）から２６日（日）まで、東秩父写
友会主催の「花の中の写真展」が開催されました。この写真展は毎年
恒例となっており、県外からも「楽しみです」と期待の声を聞きます。
白石地区の花々がつくる風景は、どこを切り取っても一枚の絵画のよ
うであり、飾られた写真と全景を組み合わせると美しい大きな芸術作
品のようでした。来年も素敵な作品を期待しています。

【第１０回花桃まつり】

感謝状被贈呈者
梅　澤　タ　ク 様
江　原　國　利 様
江　原　　　宏 様
清　水　純　子 様
清　水　英　男 様
福　島　博　志 様
福　島　康　雄 様
松　崎　光　宏 様

【虎山弐千本桜】



　

平
成
26
年
度
戦
没
者
追
悼
式
が
３
月
19
日

（
木
）
に
埼
玉
中
央
農
業
協
同
組
合
東
秩
父

支
店
２
階
で
し
め
や
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
西
南
戦
争
以
降
に
出
兵
さ
れ
亡

く
な
ら
れ
た
２
２
３
柱
の
御
霊
を
追
悼
す
る

た
め
、
ご
遺
族
の
方
52
名
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
足
立
理
助
東
秩
父
村
社
会
福
祉
協
議
会

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
が
追
悼
の
言

葉
を
さ
さ
げ
た
後
、
参
列
さ
れ
た
方
全
員
が

献
花
を
行
い
、
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

戦
争
は
尊
い
命
を
奪
い
、
多
く
の
悲
し
み

を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
、
惨
劇
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
願
い
を
胸
に
、
式
に

出
席
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

○特別弔慰金の趣旨
　戦後70周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎とな
った戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改めて弔
慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名
国債）を支給するものです。
　第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意を
表するため、償還額を年５万円に増額するとともに、５年ご
とに国債を交付することとしています。

○支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成27年４月１日（基準
日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦
没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等
の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご
遺族お一人に支給。
　１．平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法
　　　による弔慰金の受給権を取得した方
　２．戦没者等の子
　３．戦没者等の　父母　孫　祖父母　兄弟姉妹
　　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等
　　　　の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ
　　　　替わります。
　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、
　　　姪等）
　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係
　　　　を有していた方に限ります。

○支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債

○請求期間　平成27年４月１日から平成30年３月31日
　　　　　 （請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けるこ
　　　　　　　とができなくなりますので、ご注意ください）

　※なお、平成32年４月１日を基準日とする特別弔慰金につ
　　いては、平成32年４月１日から請求受付を開始する予定
　　です。

　請求手続など詳しくは、住民福祉課福祉年金担当
　　（　８２－１２２１）までお問合せください。

戦没者等のご遺族の皆さまへ
第十回特別弔慰金が支給されます

　

東
秩
父
消
防
団
の
平
成
27
年

度
辞
令
交
付
式
が
４
月
２
日

（
木
）
、
役
場
大
会
議
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
８
名

の
方
に
退
団
辞
令
が
、
14
名
の

方
に
任
用
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

総
勢
１
０
８
名
の
新
体
制
で
、

地
域
の
安
全
を
守
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
安
心
を
届
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

東
秩
父
消
防
団

　

辞
令
交
付
式

東
秩
父
分
署
長
＝
鈴
木　

貞
夫

住
所
＝
東
秩
父
村

趣
味
＝
カ
ラ
オ
ケ
・

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
全
般

抱
負
＝
４
月
よ
り
地
元
東
秩
父

　
　
　

分
署
に
勤
務
す
る
こ
と

　
　
　

に
な
り
ま
し
た
。
直
接

小
川
消
防
署
東
秩
父
分
署
に

鈴
木
分
署
長
着
任
（
敬
称
略
）

地
元
の
防
災
に
関
わ

る
こ
と
に
な
り
責
任

と
や
り
が
い
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

災
害
発
生
ゼ
ロ
を

目
指
し
努
力
い
た
し

ま
す
。

※
前
任
の
石
川
分
署

　

長
は
、
小
川
消
防

　

署
嵐
山
分
署
へ
異

　

動
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
東
秩
父
消
防
団
第
１
分
団
第
３
部
（
奥
沢
）
の
消
防
車
両

が
老
朽
化
し
た
た
め
、
新
た
に

水
槽
車
（
2.4
ｔ
）
小
型
動
力
ポ

ン
プ
お
よ
び
高
圧
ポ
ン
プ
積
載

車
を
購
入
し
、
同
部
に
配
備
し

ま
し
た
。

　

３
月
19
日
、
役
場
に
お
い
て

関
係
者
の
出
席
の
も
と
車
両
の

引
渡
式
が
行
わ
れ
、
車
検
証
と

キ
ー
が
足
立
村
長
か
ら
関
根
団

長
に
、
引
き
続
い
て
関
根
団
長

か
ら
車
両
を
管
理
す
る
１
分
団

３
部
の
曽
我
部
部
長
に
引
き
渡

さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
水
槽
車
を
購
入

１
分
団
第
３
部（
奥
沢
）に
配
備

す
ず
き　
　

さ
だ
お



　お子さんのよい歯をつくるために、楽しい歯みがき

の教室を開催いたします。幼児の歯を丈夫に保つため

にはお家の方の協力が大切です。皆さまご都合をつけ

てぜひご参加ください。

日　程　5月１４日(木)午前１０時～１１時３０分

場　所　城山保育園

内　容　高野実先生の講話「キューブラー・ロス博士に学ぶ」

　　　　よい歯のコンクール表彰式

　　　　歯科衛生士さんによるパネルシアター「ドラ

　　　　えもんとのび太くん」

対象者　よい歯のコンクール出場者

　　　　保育園児とその保護者

　　　　その他参加希望者

持ち物　歯みがき指導後の、歯ブラシを入れる袋をご

　　　　用意ください。

　　　  （歯ブラシは用意します）

問合せ　保健センター 　 

　　　　　 ８２－１５５７

　城山保育園では、３月２７日（金）に卒園式が行わ　

れました。入園当初は泣き虫だったあの顔も、最後は

元気いっぱい笑顔で卒園できました。小学校に行って

も泣き笑った日々を忘れずにまた一歩と成長していっ

てください。

　また、４月６日（月）には、入園式が行われ、新た

に８名の園児が城山保育園の門をくぐりました。家族

と「離れたくな

い」と泣いてし

まう子もいまし

たが、泣き顔の

あの子がどんな

顔で卒園の日を

迎えるのか、今

から楽しみです。

城山保育園卒園式・入園式城山保育園卒園式・入園式

ヘル歯ー教室のお知らせヘル歯ー教室のお知らせ
　手話の経験のない方でも気軽に参加できます。「小

川町聴覚障害者協会」の皆さんに教えていただきます

ので、この機会にぜひ一緒に学んでみませんか。

日　　時　６月１３日（土）・２０日（土）

　　　　　・２７日（土）

　　　　　３回とも午前１０時～正午まで

場　　所　コミュニティセンター「やまなみ」集会室

講　　師　小川町聴覚障害者協会

参 加 費　９７２円（テキスト代）

募集人数　１５名

持 ち 物　筆記用具

申 込 み　５月２２日（金）までに

　　　　　教育委員会へお申込みください。

申込み・問合せ

　　　　　教育委員会　 ８２－１２３０

手話体験講座を開催します

　４月８日（水）、槻川小学校入学式が多くの来賓の

列席により行われました。

　今年は、東西小学校が統合され槻川小学校になって

から３回目の入学式です。ピカピカの新１年生９名は

在校生と手をつなぎ初めての場面に緊張して会場に入

りましたが、大きな拍手で迎えられると、顔がほころ

び元気に行進できました。これから友だちとたくさん

遊び、いろいろなことを学び、豊かな心を育んでくだ

さい。　

今日から槻っ子！

―槻川小学校入学式―

▲入園式の様子

日　時　５月５日（祝・火）午前１１時～
二本木峠山開き（祭典）の後に行います。

二本木峠 坂本が生んだ親父バンドの超えたジーさんバンド！

“槻川Ｇ３バンド”

スイート・ハートによるフラダンス！

山々にこだまする太鼓愛好会による和太鼓の演奏！

屋台販売もあります。

問合せ　「ふれあい坂本」　保泉　８２－１０７８

山つつじ
鑑賞会

山つつじ
鑑賞会



東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　  82－1468

図書館からのお知らせ 〜
・
〜
・
〜
・
〜
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〜
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〜
・
〜
・
〜
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〜
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〜
・
〜
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〜
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〜
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〜
・
〜
〜
・
〜
〜
・

ば
ん

 ～ 今月のおすすめ本 ～
 ・埼玉県のひみつ
　急に埼玉県に引っ越すことになり　
　悲しむシンジのため友だちが埼玉
　の魅力について調べて見ることに。
　Webでもおもしろいと評判になっ
　ている学研「まんがでよくわかる
　シリーズ」。このシリーズで自治
　体が取り上げられるのも初めてだそうです。

・あの日見た花の名前を僕達はま
　だ知らない(上・下)
　幼なじみの死をきっかけにばらば
　らになってしまったかつての仲間
　たち。高校生になった今、突然甦
　ってきた少女によって彼らは再び
　集まり始める・・・。
　秩父市が舞台設定で、実在する建物・風景などが多
　く登場したことでも話題になった大反響ファンタジ
　ーアニメの小説版。

【春の絵画展】
期　日　５月６日（水）まで

場　所　製造所２階

主　催　中島 武雄 氏

【遊芸窯展】
期　日　５月１日（金）～４日（月）

場　所　製造所１階

主　催　遊芸窯会

【春の絵画展】
期　日　５月１日（金）～１５日（金）

場　所　ギャラリー 一葉

主　催　ギャラリー 美輝

啓
蟄
や
芽
吹
く
も
の
あ
り
杜
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　
　

青
草

声
掛
け
る
人
み
な
や
さ
し
桃
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

梢
月

春
炬
燵
か
た
り
つ
く
せ
ぬ
老
い
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
さ
よ
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水
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遊
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笠
原　

勝
子

久
に
訪
う
満
だ
の
花
の
定
峰
郷
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ひ
こ

花
が
す
み
遠
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望
む
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の
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宮
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昌
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さ
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ら
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の
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坂
道
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出
で
さ
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づ
り
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高
き
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縁
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づ
き
離
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澄
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春
浅
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に
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ぎ
二
羽
降
り
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つ
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ひ
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た
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や
桜
植
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よ
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燵
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の
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ぐ
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飛
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く
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掻
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美
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満
開
の
桜
に
寒
し
降
る
雪
に

曽
孫
は
元
気
に
入
学
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渡
邉　

京
子

亡
き
兄
の
想
ひ
出
話
に
花
が
咲
き

今
日
春
う
ら
ら
一
年
祭
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
子

外
は
春
風
に
誘
は
れ
久
々
に

夫
と
連
れ
立
ち
て
髪
切
り
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
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美
江

硅
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の
大
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ダ
ン
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に
運
ば
れ
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池
を
構
へ
て
和
紙
の
里
支
う
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ぬ
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冷
え
の
部
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
ん
わ
か
と

電
気
布
団
に
猫
と
ぬ
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も
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邉
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ゃ
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子育て支援センターだより

  期　日　　事　業　名　　 場  　所　　    内     容

５月13日　遊びの教室　　保健センター　風と遊ぼう　

　　21日　育児サロン　　保健センター　箱車あそび

　　28日　のびのび広場　城山保育園　　部屋飾り

　

上
野
君
が
父
親
の
病
気
に
つ
い
て

知
ら
さ
れ
た
の
は
、
小
学
校
５
年
生

の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
父
親
は

仕
事
も
し
て
お
り
、
車
の
運
転
も
し

て
い
ま
し
た
。
父
親
の
病
気
は
、
全

身
の
神
経
が
病
気
に
な
り
、
筋
肉
に

命
令
が
行
か
な
く
な
る
「
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
」
と
い
わ
れ
、
こ
れ
は

重
い
病
気
で
、
は
じ
め
の
頃
、
左
手

が
挙
げ
に
く
か
っ
た
症
状
は
彼
が
小

学
校
を
卒
業
す
る
と
き
に
は
両
手
が

ほ
と
ん
ど
使
え
な
く
、
今
で
は
、
首

の
筋
肉
が
使
え
な
く
、
ト
イ
レ
に
行

っ
て
も
服
が
下
げ
ら
れ
ず
、
彼
が
手

伝
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ

第
34
回 

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集

法
務
事
務
次
官
賞 

『
強
い
心
を
持
つ
』 

栃
木
県
大
田
原
市
立

若
草
中
学
校
一
年
上
野
加
瑞
志
さ
ん
の
作
文
よ
り
の
要
約

を
「
嫌
だ
」
と
は
思
っ
て
い
な
い
そ

う
で
す
が
、
友
達
が
彼
の
家
に
遊
び

に
来
た
と
き
、
彼
は
車
椅
子
を
父
親

の
部
屋
に
隠
し
た
そ
う
で
す
。
「
父

親
の
こ
と
が
知
ら
れ
た
ら
、
差
別
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
思
い
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
父
親
の
こ
と
を
隠

す
彼
の
こ
と
を
父
親
も
母
親
も
責
め

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
症
状
が
重

く
な
っ
て
自
分
で
椅
子
か
ら
立
つ
こ

と
も
難
し
く
、
母
親
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
運
動
を
し
て
い
る
父
親
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
父
親
を
隠
す
僕
は

ま
ち
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
、
今
ま
で
、

「
差
別
は
い
け
な
い
」
と
か
、
頭
で

は
理
解
し
て
い
て
も
、
自
分
の
父
親

の
こ
と
と
な
る
と
、
そ
う
簡
単
に
は

い
か
な
い
。
彼
の
心
の
中
に
、
「
人

と
違
う
こ
と
」
に
対
す
る
恐
怖
が
あ

る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
彼
は
父
親
の

こ
と
を
通
し
て
心
の
弱
さ
を
知
り
、

父
親
の
車
椅
子
を
押
し
て
、
外
出
し

て
み
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
父
親
の

手
助
け
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生年月日　平成２５年７月２９日

　　　　　　　　　（大字安戸）

お父さん　元 気 さん

お母さん　光 葉 さん

　はじめまして。私の名前は乃々

葉です。

　お父さんに朝のいってらっしゃ

いのチュー　をしています！

　大好きな遊びはすべり台、泥あ

そび、お絵書きだよ！よろしくね。

　子育て支援センターは、就学前のお子さんと保護者の方が気軽に

参加できるサロンです。

　１歳未満のお子さんも参加できますのでお気軽に参加ください！

【あそびの教室＆育児サロン】対象は乳幼児と保護者です。

１歳未満の小さいお子さんも参加できます。

【のびのび広場】保育園入園前のお子さんと保護者が気軽に参

加できるサロンです。保育園の友だちと一緒に運動会、おゆうぎ

会、観劇などに参加していただくこともあります。

 

※時間は全日午前１０時～１１時３０分です。　問合せ　子育て支援センター 　８２－０６０１

▲育児サロンの様子



どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116
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　　　　　　第２０回 歯の健康祭り
　
　比企郡市歯科医師会主催、東松山市共催で、小川町総合福祉センター「パト

リアおがわ」にて「第２０回歯の健康祭り」が６月７日（日）午前１０時から

正午まで開催されます。当日は歯の検診、歯磨き指導、フッ素塗布などが行わ

れるほか、エプロン人形劇や空飛ぶ風船など数々のイベントも催されます。ま

た「親と子のよい歯のコンクール」「８０２０よい歯のコンクール」「むし歯

予防のポスターコンクール」も行われますのでご参加ください。

●「８０２０よい歯のコンクール」
　８０歳になっても自分の歯を２０本以上保ち、健やかな生活を楽しもうとい
う『 ８０２０運動 』の推進を目的に実施するものです。
応募資格　８０歳以上で自分の歯が２０本以上あり健康で６月７日（日）の午
　　　　　前１０時から正午に小川町総合福祉センター「パトリアおがわ」に
　　　　　お越しいただける方。
応 募 先　５月２１日（木）までに東秩父村保健センターまでご応募ください。

●「親と子のよい歯のコンクール」
　幼児（３才～就学前）とその父親または母親が、健康な歯と健康な歯周組織
を保ち穏やかな生活を送る親子を表彰します。
応募資格　歯の健康に自信のある幼児（３才～就学前）とその父親または母親
　　　　　で、６月７日（日）午前１０時から正午に、小川町総合福祉センタ
　　　　　ー「パトリアおがわ」にお越しいただける方。
応 募 先　５月２１日（木）までに東秩父村保健センターまでご応募ください。

問 合 せ　保健センター 　８２－１５５７ 

　 熊谷総合相談センター出張法律相談会（無料）
日 　 時　５月２１日（木）午後１時３０分～４時３０分
場 　 所　キララ上柴（アリオ深谷３階）
相談方法　面接相談（１組 １時間）要予約
予約方法　５月１４日（木）午後４時までに、総合予約センター（　０４８－
　　　　　８３８－７４７２）に電話予約
相談内容　相続、遺言、登記、債務整理、成年後見、不動産の名義変更など
問 合 せ　埼玉司法書士会事務局 　０４８－８６３－７８６１

　　　　　  バンガローで竹筒ご飯！
　バンガローに宿泊し、竹筒ご飯づくりなどの野外炊事を行います。
日　時　５月２３日（土）～２４日（日）１泊２日
場　所　埼玉県立小川げんきプラザ
対　象　小中学生の親子� 費 用  大人2,550円、子ども2,350円
定　員　５０名
申込み　５月９日（土）までに電話でお申込みください。
　　　　※応募多数の場合は抽選です。
問合せ　埼玉県立小川げんきプラザ  　７２－２２２０

　　　 埼玉県文化振興基金助成事業の受付
対　象　　８月～１１月にアマチュア文化団体が実施する文化活動（活動成果
　　　　　の発表など）
　　　　　８月～１１月に伝統・郷土芸能団体が実施する伝統・郷土芸能用具
　　　　　の備品整備、後継者育成等
　　　　　８月～平成２８年３月に文化団体やNPO等が実施する子どもを対象
　　　　　とした文化芸術の体験教室や文化芸術を担う若手人材の発掘・育成
　　　　　を目的としたワークショップ等
金　額　　２分の１以内（上限２５万円）　　対象経費の２０万円以内
申込み　５月１日（金）～２２日（金）（消印有効）の期間内に所定の事業計
　　　　画書（県ホームページか県文化振興課（県庁内）で入手）を郵送で同
　　　　課 (〒330-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1 　048-30-887）へ。
　　　　※詳細は県文化振興課へお問合せください。希望される方には「埼玉
　　　　　県文化振興基金助成事業申請の手引き」を送付します。

自動車税は役場で納めましょう
　
　５月は自動車税の納期です。

　本年は５月１日から６月１日までの

全期間を通じて、役場で納税ができま

す。

●平日

　午前８時３０分～午後５時１５分

●土曜、日曜、祝祭日

　午前９時～午後４時

　休日の場合は日直の担当者が収納し

ますので、つり銭のないようにお願い

します。また、自動車税以外は対応で

きませんのでご了承ください。

※自動車税全般に関すること、住所変

　更・納付書紛失などの連絡、納税状

　況の確認などについては、自動車税

　コールセンター（　０５０－３７８６

　ー１２２２）にご連絡ください。

税務課 　８２－１２２４

自動車税を納めましょう！
　５月は自動車税の納期です。役場や

金融機関、コンビニなどで納められま

す。さらにインターネットを通じて、

ウェブサイト「Yahoo！公金支払い」

からクレジットカードで納付できるよ

うになりました。納付通知書は５月１

日以降お手元に届く予定です。６月１

日（月）までに忘れずに納めましょ

う！

※自動車税収入額の一部は「彩の国み

　どりの基金」に積み立て、県内のみ

　どりの保全や創出などに活用させて

　いただいています。

問合せ　【自動車税について】

　　　　自動車税コールセンター

� 　０５０ー３７８６－１２２２

� 【彩の国みどりの基金について】

� 埼玉県環境部みどりの自然課

� 　０４８－８３０－３１４０

埼玉県立松山特別支援学校
 学校公開日のお知らせ
　本校は、知的障害のある児童生徒が

学んでいます。多くの皆さまに本校の

様子を知っていただきたく、下記のと

おり「学校公開」を実施します。この

機会にぜひご来校ください。

日　時　５月20日（水） 午前10時～正午
場　所　埼玉県立東松山特別支援学校
� （東松山市野田1306－1）
参観申込み・問合せ
� 埼玉県立東松山特別支援学校 
　　　　教頭 　２４－２６１１



※記事の問合せは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777
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　　　            ５月の休日当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。

   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。�
日　時　５月１８日（月）
　　　　午後１時～３時まで
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

　　　　  乳　幼　児　健　康　診　査
日　時　５月１９日（火）午後１時～１時３０分受付

場　所　保健センター

対象者

 ３～ ４ヶ月児：平成２７年１月   １日～平成２７年   ２月２８日までの出生児

 ９～10ヶ月児：平成２６年７月   １日～平成２６年   ８月３１日までの出生児

 １歳６ヶ月児 ：平成２５年９月１８日～平成２５年１１月１９日までの出生児

 ２歳６ヶ月児 ：平成２４年９月１９日～平成２４年１１月１９日までの出生児

 ３歳６ヶ月児 ：平成２３年９月１８日～平成２３年１１月１９日までの出生児

持ちもの　３～４ヶ月児、９～１０ヶ月児＝母子手帳、問診票

　　　　　１歳６ヶ月児、２歳６ヶ月児、３歳６ヶ月児＝母子手帳、問診票、

　　　　　普段使っている歯ブラシとコップ

※前回受診できなかった方もお出かけください。

※対象者には個別通知いたします。

問合せ　保健センター 　８２－１５５７

　３日　武蔵嵐山病院（内科）　　　　　　　　 嵐山町　　　　62-7282

　４日　平成の森　川島病院（内科）　　　　　 川島町　 049-297-2811

　５日　宏仁会小川病院（内科）　　　　　　　 小川町　   　　73-2750

　６日　　　クリニック（内科・外科・整形外科）嵐山町  　 　　61-1810

１０日　樺澤内科医院　　　　　　　　　　　　 東松山市　　　23-5813

� （内科・小児科・循環器科・呼吸器科）

１７日　シャローム病院（内科・外科）　　　　 東松山市　　　25-2979

２４日　木下医院（内科・外科・小児科）　　　 小川町　　   　72-0375

３１日　埼玉成恵会病院　　　　　　　　　　　 東松山市　　　23-1221

　　　　　（内科・外科・整形外科）

 　　　男性不妊治療費助成事業が開始されました 

　埼玉県では、これまで指定医療機関において特定不妊治療（体外受精及び顕　

微授精）を受けた御夫婦に治療費の一部を助成してきました。これに加え、平

成２７年４月からは特定不妊治療の一環として行われる「男性不妊治療」を行

った場合、最大１０万円を助成します。詳しくは、東松山保健所に問合せるか

県ホームページで御確認ください。

１ 対象者　埼玉県内（さいたま市、川越市及び越谷市を除く）に住民登録があ

　　　　　 り、夫婦の所得の合計額が７３０万円未満である方。

２ 対象となる治療　特定不妊治療に至る過程の一環として実施された精子採取

　　　　　 術（ＴＥＳＥ、ＭＥＳＡ等）。

 
３ 助成額　上記対象治療の治療費の２分の１の額（上限１０万円）。

４ 申請方法　治療が終了した日の属する年度末までに、特定不妊治療について

　　　　　 の申請と同時に県保健所に申請してください。

５ 問合せ　東松山保健所（　  ２２－０２８０）

　　　　    埼玉県男性不妊治療費助成事業のご案内

                http://www.pref.saitama.lg.jp/a0704/boshi/danseifunin.html

　 嵐山史跡の博物館 
体験学習ボランティアの募集

　当館では、おもに小学３年生を対象

にした「昔のくらし体験学習」を実施

しています。体験学習の指導や補助を

博物館職員と一緒に行ってくれるボラ

ンティアを募集します。

期　　間　おもに９月から２月の間、

　　　　　週１回程度

場　　所　埼玉県立嵐山史跡の博物館

応募方法　５月３０日（土）までに博

　　　　　物館にお申込みください。

　　　　　※ボランティア希望者には

　　　　　　面接を行います。

そ の 他　ボランティア活動に関する

　　　　　報酬および交通費の支給は

　　　　　ありません。ボランティア

　　　　　保険には当館で加入します。

　　　　　活動を始める前に研修を行

　　　　　います。

問 合 せ　埼玉県嵐山史跡の博物館

　　　　　　 ６２－５８９６

６月１日は「人権擁護委員の日」

　人権擁護委員は、自由人権思想の普

及高揚に努めることを使命とし、市町

村長から推薦された委員を法務大臣が

委嘱します。

　東松山人権擁護委員協議会では、

「人権擁護委員の日」の行事として、

人権に関する特設人権相談所を開設し

ますので、ぜひご利用ください。

　相談は無料で秘密は厳守します。

日　時　６月１日（月）

　　　　午前１０時～午後３時

場　所　役場１階中会議室

担　当　人権擁護委員

問合せ　東松山人権擁護委員協議会

　　　　事務局　２２－０３７９

　　　　総務課　８２－１２２６



世帯と人口
世 　 帯 　 1 , 0 9 9 　
人 　 口 　 3 , 1 2 1
　 男 　 　 1 , 5 6 5
　 女 　 　 1 , 5 5 6

転 入    1 1   転 出  18
出 生    2 　 死 亡   6
※世帯と人口は４月１日現在、

その他は３月中のうごきです。

３月中の人口動態

土木工事等のお知らせ

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２　

　平成２７年５月１日現在、村内で発注されている道
路工事等です。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解
ご協力をお願いいたします。

　今年も和紙の里文化フェスティバルを開催します。手づくりふるさとマーケットや演奏会
など盛りだくさんのメニューです。ぜひご来場ください！！

●期　間　５月16日（土）・17日（日）の２日間　●会　場　東秩父村和紙の里

◎ユネスコ無形文化遺産登録記念「細川紙」展　◎「細川紙」手漉き実演と体験

◎和紙の里創作美術展　◎紙漉き実演と体験　◎みどうの杜入所・通所者作品展

◎防災通信タブレットの操作案内および災害情報の配信体験　◎村内ふるさと市

◎東秩父村第９回観光写真コンクール入賞作品展示

◎手づくりふるさとマーケット　◎おもてなしかふぇ“HOSOKAWA”

ー無形文化遺産　未来へ伝える細川紙ー

  楽しく折れたね！
　　　   ―おりがみ教室―
　４月２日（木）と３日（金）の２日間、小学生対

象の春休み・おりがみ教室が開催され、１５名の新

１年生から新６年生の子どもたちが参加しました。

　子どもたちで教え合いながら仲良く楽しい雰囲気

の中で折り紙を使って制作しました。この作品は和

紙の里文化

フェスティ

バル創作美

術展に展示

しますので、

ぜひご覧く

ださい。

県発注工事等

・小幡沢山村生活安全対策工事    　　　  【御堂川下区内】

・舗装指定修繕工事（安戸工区）　【大河原橋から直売所】

・災害防除工事（白石工区）　　　　　　　　【白石地内】

・社会資本整備総合交付金（砂防）工事

　（集水ボーリング工）２号・３号　【坂本下区内上ノ山】

・森林管理道萩平笠山線改良工事　　　　　【御堂地内外】

・道路改築工事（皆谷工区その４）　　　　　【皆谷地内】

・砂防施設工事（護岸測量設計業務委託）【安戸・大内沢】

村発注工事等

・東秩父村和紙の里駐車場拡張造成工事

第30回和紙の里文化フェスティバル第30回和紙の里文化フェスティバル

問合せ　フェスティバル事務局　 ８２－１２２６（役場総務課内）東秩父村和紙の里　 ８２－１４６８（会場）

●１６日 【第１４回ふるさと響きまつり（１日目）】 午前１１時００分～午後３時４５分
　　（歌謡ショー、太鼓演奏、消防音楽隊、フラダンス、太極拳、民謡会、コーラス、ダンス、槻川小学校児童による合唱、３Ｂ体操） 

　　○そば打ち＆タペストリー作り体験教室（予約制・有料） 午前１０時～午後１時３０分

　　○交通安全ＰＲコーナー

●１７日 【第１４回ふるさと響きまつり（２日目）】� 午前１０時３０分～午後４時
　　（獅子舞、詩吟、楽器演奏、フラダンス、３Ｂ体操、バンド演奏、纏練り行列、よさこい、冑鎧古武道演武、太鼓祭）　

　　○盆栽展示交換会　○ストラックアウト

●２日間を通しての催し物
　　○お茶席（有料） ○和紙フラワー教室 ○日本凧の制作実演・体験 ○折り紙教室 ○木版画の実演と体験

　　○草花あそび ○押し花額の展示と体験教室 ○郵便局出前コーナー ○和紙で作ろう！紙飛行機（有料）

　　○手づくりの作品販売（アンティーク・服飾類等） ○荒縄制作工房 ○趣味の会（絵手紙体験・竹とんぼ作り・

　　石のはんこ作り・ベーゴマ遊び） ○写真作品展


